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 この概要版は、「障がいのある人もない人も共に暮らせる新座市をつくるための 

調査結果報告書」（令和８年３月）の成人調査の結果及び障がいのある児童調査の 

結果の区分ごとに各調査の節の中から主な調査結果を抽出したものです。 

 詳しくは、市ホームページで、結果報告書本編をご覧ください。 

 

「障がいのある人もない人も共に暮らせる新座市をつくるための調査結果報告書」 

https://www.city.niiza.lg.jp/soshiki/24/shougaikekkahoukokur07.html 

 

 

 

 

 

 

 



１ 

１ 調査の概要 

１ 調査の目的 

この調査は、障がい者の福祉サービスの利用実態や福祉に関する意識、意向などを把

握し、「第８期新座市障がい福祉計画」及び「第４期新座市障がい児福祉計画」策定の

ための基礎資料を収集することを目的として実施しました。 

 

２ 調査方法及び調査期間 

調査方法：郵送配布・郵送回収 

調査期間：令和７年９月 

 

３ 調査対象者及び回収結果 

令和７年８月１日現在、本市に住所を有する方で、１８歳以上の障がい者及び１８歳

未満の障がい児を下記の区分により抽出しました。 

調査区分 対象者数（人） 有効回収数（人） 有効回収率（％） 

① 身体障がい者 ３，７０４ ２，１４９ ５８．０ 

② 知的障がい者 ７０８ ３５７ ５０．４ 

③ 精神障がい者 ２，１９８ ９２３ ４２．０ 

④ 障がい児 １，０７８ ５０１ ４６．５ 

合 計 ７，６８８ ３，９３０ ５１．１ 

 
 

図 成人（年齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 障がいのある児童（年齢） 

 

 

  

 

 

 

 
  

０～６歳 ７～１２歳 １３～１５歳

１６～１７歳 無回答・不明

１８～３９歳 ４０～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上

無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429 13.4 31.7 15.6 36.9 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 501 36.9 39.9 15.0 8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



２ 

２ 現在や今後の暮らしについて 

【結果報告書２９ページ】 

現在の暮らし方（成人調査：問９ 単一回答） 

問９ あなたは現在、どのように暮らしていますか。（１つに○） 

「家族と暮らしている」の割合が６８．２％と最も高く、次いで「一人で暮らしている

（グループホームを除く）」の割合が１８．６％となっています。 

 

図 現在の暮らし方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果報告書３１ページ】 

３年以内の近い将来希望する暮らし方（成人調査：問１０ 単一回答） 

問１０ あなたは３年以内の近い将来、どのように暮らしたいですか。（最もあてはまる

ものに１つだけ○） 

「家族と暮らしたい」の割合が５９．６％と最も高く、次いで「一人で暮らしたい（グ

ループホームを除く）」の割合が１７．２％、「わからない」の割合が１１．４％となって

います。 

 

図 ３年以内の近い将来希望する暮らし方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

一人で暮らしている（グループホームを除く） 家族と暮らしている

グループホームで暮らしている 入所施設で暮らしている

病院に入院している その他

無回答・不明

一人で暮らしたい（グループホームを除く） 家族と暮らしたい

グループホームで暮らしたい 入所施設で暮らしたい

その他 わからない

無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429 18.6 68.2

3.4

4.4

2.0

1.0 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 3,429 17.2 59.6

3.4

4.5

1.0

11.4 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



３ 

【結果報告書３２ページ】 

３年より後の遠い将来希望する暮らし方（成人調査：問１１ 単一回答） 

問１１ あなたは３年より後の遠い将来、どのように暮らしたいですか。（最もあてはま

るものに１つだけ○） 

「家族と暮らしたい」の割合が４８．１％と最も高く、次いで「わからない」の割合が

１９．５％、「一人で暮らしたい（グループホームを除く）」の割合が１５．５％となって

います。 

 

図 ３年より後の遠い将来希望する暮らし方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

【結果報告書１３５ページ】 

将来希望する暮らし方（障がいのある児童調査：問２１ 単一回答） 

問２１ あなた（お子さん）は、将来どのように暮らしたいですか。（最もあてはまるも

のに１つだけ○） 

就学児の将来希望する暮らし方については、「家族と暮らしたい」の割合が４１．１％

と最も高く、次いで「一人で暮らしたい（グループホームを除く）」の割合が２３．１％、

「わからない」の割合が２０．４％となっています。 

 

図 将来希望する暮らし方（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

一人で暮らしたい（グループホームを除く） 家族と暮らしたい

グループホームで暮らしたい 入所施設で暮らしたい

その他 わからない

無回答・不明

一人で暮らしたい（グループホームを除く）

家族と暮らしたい

グループホームで暮らしたい

入所施設で暮らしたい

その他

わからない

無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429 15.5 48.1 5.1 7.4

1.2

19.5 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 338 23.1 41.1 0.9 20.410.1

3.0

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



４ 

【結果報告書３３ページ】 

地域で生活するために必要な支援（成人調査：問１２ 複数回答） 

問１２ 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。（○はい

くつでも可） 

「経済的な負担の軽減」の割合が５２．７％と最も高く、次いで「緊急時に対応してく

れる場所（サービス）」の割合が３９．５％、「在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる」

の割合が３３．９％となっています。 

 

図 地域で生活するために必要な支援（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,429

在宅で医療的ケアなどが適切に
受けられる

障がい者に適した住居の確保

必要な在宅サービスが適切に利
用できる

生活訓練・機能訓練（リハビ
リ）の充実

就労支援の充実

経済的な負担の軽減

相談対応などの充実

地域住民などの理解と協力

コミュニケーションについての
支援

金銭・書類の管理や各種手続の
援助

緊急時に対応してくれる場所
（サービス）

移動手段の確保

その他

無回答・不明

33.9

23.7

31.2

19.3

18.3

52.7

29.3

18.1

14.5

23.6

39.5

35.2

2.0

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%



５ 

３ 医療的ケアや介護について 

【結果報告書３５ページ】 

医療的ケアの状況（成人調査：問１３ 単一回答） 

問１３ あなたは現在、医療的ケアを受けていますか。 

「受けている」の割合が１２．０％、「受けていない」の割合が８３．４％となってい

ます。 

 

図 医療的ケアの状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果報告書１０１ページ】 

医療的ケアの状況（障がいのある児童調査：問７ 単一回答） 

問７ あなた（お子さん）は現在、医療的ケアを受けていますか。 

「受けている」の割合が３．２％、「受けていない」の割合が９５．６％となっていま

す。 

 

図 医療的ケアの状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答・不明

受けている 受けていない 無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429 12.0 83.4 4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 501 3.2 95.6 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



６ 

【結果報告書３６ページ】 

現在受けている医療的ケアの内容（成人調査：問１３－１ 複数回答） 

問１３－１ あなたが現在受けている医療的ケアをお答えください。（○はいくつでも

可） 

医療的ケアを「受けている」と回答した４１１人に対し、現在受けている医療的ケアの

内容について聞いたところ、「透析」の割合が３７．２％と最も高く、次いで「ストマ

（人工肛門・人工膀胱）」の割合が１９．０％となっています。 

 

図 現在受けている医療的ケアの内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 411

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

透析

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養

人工呼吸器（レスピレーター）

カテーテル留置

気管切開

酸素療法

その他

無回答・不明

19.0

37.2

2.9

10.2

8.3

1.9

1.9

3.4

6.8

3.9

4.6

7.1

15.3

0% 10% 20% 30% 40%



７ 

【結果報告書１０２ページ】 

現在受けている医療的ケアの内容（障がいのある児童調査：問７－１ 複数回答） 

問７－１ あなた（お子さん）が現在、受けている医療的ケアをお答えください。（○は

いくつでも可） 

医療的ケアを「受けている」と回答した１６人に対し、現在受けているケアの内容につ

いて聞いたところ、「吸引」、「胃ろう・腸ろう」、「酸素療法」の割合が２５．０％と最も

高く、次いで「吸入」、「鼻腔経管栄養」の割合が１８．８％となっています。 

 

図 現在受けている医療的ケアの内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 16

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

透析

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養

人工呼吸器（レスピレーター）

カテーテル留置

気管切開

酸素療法

その他

無回答・不明

6.3

0.0

18.8

25.0

25.0

18.8

0.0

12.5

0.0

12.5

25.0

12.5

31.3

0% 10% 20% 30% 40%



８ 

【結果報告書４３ページ】 

介助・援助を受ける上で困ること（成人調査：問１５ 複数回答） 

問１５ 介助・援助を受ける上で困ることはありますか。（○はいくつでも可） 

「家族の身体的・精神的負担が大きいと思う」の割合が３１．４％と最も高く、次いで

「金銭的な負担が大きい」の割合が２６．０％となっています。 

 

図 介助・援助を受ける上で困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,429

家族の身体的・精神的負担が大き
いと思う

金銭的な負担が大きい

介助・援助してもらうことに気を
遣う

必要なときに介助・援助が受けら
れない

必要なサービスを提供している事
業者が地域に不足していて利用で
きない

必要な福祉用具がない

プライバシーが守られない

介助者になかなか慣れることがで
きない

介助者に障がいを理解してもらえ
ない

受診できる病院が見つからない

その他

困っていない

無回答・不明

31.4

26.0

20.5

9.4

22.5

1.4

4.0

3.1

4.1

2.4

1.8

22.9

22.4

0% 10% 20% 30% 40%



９ 

４ 日中活動や就労について 

【結果報告書６１ページ】 

就労に必要な支援施策（成人調査：問２０ 複数回答） 

問２０ 障がい者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいく

つでも可） 

「職場の上司や同僚に障がいについての理解があること」の割合が３６．９％と最も高

く、次いで「仕事を見つける支援を充実させること」の割合が３４．４％、「短時間勤務

や勤務日数などの配慮」の割合が３２．１％となっています。 

 

図 就労に必要な支援施策（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,429

仕事を見つける支援を充実させること

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

短時間勤務や勤務日数などの配慮

在宅勤務の可能な仕事が増えること

職場の上司や同僚に障がいについての理解が
あること

職場で介助や援助などが受けられること

職場や支援機関などからのフォローが
受けられること

仕事の内容に合った就労訓練

仕事についての職場外での相談対応、支援

その他

特になし

無回答・不明

34.4

23.8

14.5

32.1

23.4

36.9

16.0

22.1

19.1

18.1

2.9

23.1

17.3

0% 10% 20% 30% 40%



１０ 

５ 権利擁護について 

【結果報告書６３ページ】 

「障害者差別解消法」の認知度（成人調査：問２１ 単一回答） 

問２１ あなたは、障がい者に対する「不当な差別的取扱いの禁止」や「合理的配慮の

提供」について規定した「障害者差別解消法」を知っていますか。（１つに○） 

「まったく知らない」の割合が５８．９％と最も高く、次いで「名前は知っている」の

割合が２１．５％となっています。 

 

図 「障害者差別解消法」の認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果報告書１４８ページ】 

「障害者差別解消法」の認知度（障がいのある児童調査：問２７ 単一回答） 

問２７ あなた（お子さん）は、障がい者に対する「不当な差別的取扱いの禁止」や

「合理的配慮の提供」について規定した「障害者差別解消法」を知っています

か。（１つに○） 

「まったく知らない」の割合が５７．７％と最も高く、次いで「名前は知っている」の

割合が２４．４％となっています。 

 

図 「障害者差別解消法」の認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

  

名前も内容も知っている 名前は知っている

まったく知らない 無回答・不明

名前も内容も知っている 名前は知っている

まったく知らない 無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429 9.6 21.5 58.9 10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 501 16.2 24.4 57.7 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



１１ 

【結果報告書６４ページ】 

差別や嫌な思いの有無（成人調査：問２２ 単一回答） 

問２２ あなたは、障がいを理由とする差別を受けたことや嫌な思いをしたことがあり

ますか。（１つに○） 

「ない」の割合が４９．３％と最も高く、次いで「わからない」の割合が１６．６％、

「ある」の割合が１４．６％となっています。 

 

図 差別や嫌な思いの有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果報告書１４９ページ】 

差別や嫌な思いの有無（障がいのある児童調査：問２８ 単一回答） 

問２８ あなた（お子さん）は、障がいを理由とする差別を受けたことや嫌な思いをし

たことがありますか。（１つに○） 

「ない」の割合が３３．５％と最も高く、次いで「わからない」の割合が２３．０％、

「ある」の割合が２２．０％となっています。 

 

図 差別や嫌な思いの有無（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

  

ある 少しある ない わからない 無回答・不明

ある 少しある ない わからない 無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429 14.6 13.6 49.3 16.6 5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 501 22.0 19.2 33.5 23.0 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



１２ 

【結果報告書６５ページ】 

差別を受けたり嫌な思いをした場所（成人調査：問２２－１ 複数回答） 

問２２－１ どのような場所で差別を受けたり嫌な思いをしたりしましたか。（○はいく

つでも可） 

差別を受けたり嫌な思いをしたことが“ある”と回答した９６７人に対し、その場所に

ついて聞いたところ、「職場」の割合が３２．４％と最も高く、次いで「交通機関」の割

合が２３．９％となっています。 

 

図 差別を受けたり嫌な思いをした場所（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 967

自宅

保育所・幼稚園・学校

職場

通所・入所施設

お店

塾や習い事

公共施設

医療機関

交通機関

その他

無回答・不明

12.4

17.9

32.4

8.2

17.0

2.0

14.6

15.9

23.9

9.6

7.0

0% 10% 20% 30% 40%



１３ 

【結果報告書１５０ページ】 

差別を受けたり嫌な思いをした場所（障がいのある児童調査：問２８－１ 複数回答） 

問２８－１ どのような場所で差別を受けたり嫌な思いをしたりしましたか。（○はいく

つでも可） 

差別を受けたり嫌な思いをしたことが“ある”と回答した２０６人に対し、その場所に

ついて聞いたところ、「保育所・幼稚園・学校」の割合が７０．４％と最も高く、次いで

「公共施設」の割合が１７．０％となっています。 

 

図 差別を受けたり嫌な思いをした場所（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 206

自宅

保育所・幼稚園・学校

職場

通所・入所施設

お店

塾や習い事

公共施設

医療機関

交通機関

その他

無回答・不明

2.9

70.4

0.5

5.3

12.1

15.0

17.0

9.2

12.6

4.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%



１４ 

【結果報告書６９ページ】 

成年後見制度の認知度（成人調査：問２４ 単一回答） 

問２４ 成年後見制度について知っていますか。（１つに○） 

「利用していないが、制度の内容を知っている」の割合が３３．６％と最も高く、次い

で「知らなかった」の割合が２８．２％、「制度の内容は知らなかったが、名前は聞いた

ことがある」の割合が２４．６％となっています。 

 

図 成年後見制度の認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 

【結果報告書１５３ページ】 

成年後見制度の認知度（障がいのある児童調査：問３０ 単一回答） 

問３０ 成年後見制度について知っていますか。（１つに○） 

「制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある」の割合が３７．３％と最も

高く、次いで「制度の内容を知っている」の割合が３５．７％となっています。 

 

図 成年後見制度の認知度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

現在、利用している

利用していないが、制度の内容を知っている

制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある

知らなかった

無回答・不明

制度の内容を知っている

制度の内容は知らなかったが、名前は聞いたことがある

知らなかった

無回答・不明

回答者数 =

今回 3,429 2.5 33.6 24.6 28.2 11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者数 =

今回 501 35.7 37.3 25.5 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



１５ 

６ コミュニケーションについて 

【結果報告書７７ページ】 

福祉情報の入手について困っていること（成人調査：問２７ 複数回答） 

問２７ 福祉に関する情報の入手についてあなたが困っていることはありますか。（○は

いくつでも可） 

「どこに情報があるかわからない」の割合が３６．５％と最も高く、次いで「特に困っ

ていない」の割合が３６．４％、「情報の内容がむずかしい」の割合が１８．９％となっ

ています。 

 

図 福祉情報の入手について困っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

回答者数 = 3,429

どこに情報があるかわからない

情報の内容がむずかしい

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情
報提供が少ない

パソコン・スマホなどの使い方がわからない
ため、インターネットが利用できない

パソコン・スマホなどを持っていないため、
インターネットが利用できない

その他

特に困っていない

無回答・不明

36.5

18.9

0.9

11.4

6.4

2.4

36.4

10.9

0% 10% 20% 30% 40%



１６ 

【結果報告書１４２ページ】 

福祉情報の入手について困っていること（障がいのある児童調査：問２５ 複数回答） 

問２５ 福祉に関する情報の入手についてあなた（お子さん）が困っていることはあり

ますか。（○はいくつでも可） 

「特に困っていない」の割合が４２．１％と最も高く、次いで「どこに情報があるかわ

からない」の割合が４０．９％、「情報の内容がむずかしい」の割合が２２．６％となっ

ています。 

 

図 福祉情報の入手について困っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

回答者数 = 501

どこに情報があるかわからない

情報の内容がむずかしい

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情
報提供が少ない

パソコン・スマホなどの使い方がわからない
ため、インターネットが利用できない

パソコン・スマホなどを持っていないため、
インターネットが利用できない

その他

特に困っていない

無回答・不明

40.9

22.6

0.0

1.6

0.8

6.8

42.1

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%



１７ 

【結果報告書８２ページ】 

情報不足の改善方法（成人調査：問２８－２ 複数回答） 

問２８－２ 情報が不足している場合、どのように改善したら良いと思いますか。（○は

いくつでも可） 

福祉情報について“不足している”と回答した１，９３４人に対し、情報不足の改善 

方法について聞いたところ、「相談窓口の充実」の割合が６６．３％と最も高く、次いで

「市のホームページに詳細を記載」の割合が４１．３％、「市役所にパンフレットやチラ

シ等を設置」の割合が３７．１％となっています。 

 

図 情報不足の改善方法（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,934

相談窓口の充実

市のホームページに詳細を記載

市役所にパンフレットやチラシ等を設置

電話リレーサービスやヨメテルなどの
公共サービスの利用促進

手話放送・文字放送による情報提供

点字版、録音ＣＤや音声コードなどに
よる情報提供

ＳＮＳ等を活用した情報提供

ふりがな、わかりやすい日本語等を使用
した情報提供

手話通訳者・要約筆記者の増員

その他

無回答・不明

66.3

41.3

37.1

6.0

3.4

3.2

19.9

12.5

2.5

6.6

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



１８ 

【結果報告書１４６ページ】 

情報不足の改善方法（障がいのある児童調査：問２６－２ 複数回答） 

問２６－２ 情報が不足している場合、どのように改善したら良いと思いますか。（○は

いくつでも可） 

福祉情報について“不足している”と回答した３３２人に対し、情報不足の改善策につ

いて聞いたところ「市のホームページに詳細を記載」の割合が６６．３％と最も高く、次

いで「相談窓口の充実」の割合が６０．８％、「ＳＮＳ等を活用した情報提供」の割合が

３９．５％となっています。 

 

図 情報不足の改善方法（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 332

相談窓口の充実

市のホームページに詳細を記載

市役所にパンフレットやチラシ等を設置

電話リレーサービスやヨメテルなどの公共
サービスの利用促進

手話放送・文字放送による情報提供

点字版、録音ＣＤや音声コードなどによる情
報提供

ＳＮＳ等を活用した情報提供

ふりがな、わかりやすい日本語等を使用した
情報提供

手話通訳者・要約筆記者の増員

その他

無回答・不明

60.8

66.3

38.9

3.6

0.3

0.3

39.5

9.0

0.3

10.2

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



１９ 

７ 災害時の避難について 

【結果報告書８４ページ】 

災害時に困ること（成人調査：問２９ 複数回答） 

問２９ 地震や水害などの災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも可） 

「避難場所の設備や生活環境への不安」の割合が６５．９％と最も高く、次いで「治療

や服薬」の割合が５１．９％、「迅速に避難すること」の割合が３４．５％となっていま

す。 

 

図 災害時に困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,429

治療や服薬

補装具の使用

補装具や日常生活用具の入手

救助を求めること

迅速に避難すること

避難場所などの情報の入手

周囲とのコミュニケーション

避難場所の設備や生活環境への不
安

その他

特にない

無回答・不明

51.9

8.9

11.8

23.1

34.5

28.5

21.3

65.9

1.8

7.5

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



２０ 

【結果報告書１５６ページ】 

災害時に困ること（障がいのある児童調査：問３２ 複数回答） 

問３２ 地震や水害などの災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも可） 

「避難場所の設備や生活環境への不安」の割合が６９．７％と最も高く、次いで「周囲

とのコミュニケーション」の割合が５０．１％、「迅速に避難すること」の割合が 

３３．５％となっています。 

 

図 災害時に困ること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 501

治療や服薬

補装具の使用

補装具や日常生活用具の入手

救助を求めること

迅速に避難すること

避難場所などの情報の入手

周囲とのコミュニケーション

避難場所の設備や生活環境への不安

その他

特にない

無回答・不明

21.2

3.8

5.4

26.9

33.5

28.1

50.1

69.7

1.8

12.8

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%



２１ 

８ 保護者の方への調査について（障がいのある児童） 

【結果報告書１６０ページ】 

療育や子育ての不安（障がいのある児童調査：問３３ 単一回答） 

問３３ 療育や子育てのことに関して、不安を感じることはありますか。（１つに○） 

「強く感じている」と「どちらかといえば感じている」をあわせた“感じている”の割

合が８０．８％、「それほど感じていない」と「全く感じていない」をあわせた“感じて

いない”の割合が１７．２％となっています。 

 

図 療育や子育てに関しての不安（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

強く感じている どちらかといえば感じている

それほど感じていない 全く感じていない

無回答・不明

回答者数 =

今回 501 32.3 48.5 15.8

1.4

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



２２ 

【結果報告書１６１ページ】 

不安を解消するために望むこと（障がいのある児童調査：問３３－１ 複数回答） 

問３３－１ 不安を解消するために望むことはどんなことですか。（○はいくつでも可） 

療育や子育てに関する不安を“感じている”と回答した４０５人に対し、その内容につ

いて聞いたところ、「子どもの就学（就労）の支援体制の充実」の割合が７１．１％と最

も高く、次いで「親亡き後の支援体制の充実」の割合が５４．８％、「周りの人の理解」

の割合が５１．６％となっています。 

 

図 不安を解消するために望むこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 405

介助者の確保

気軽に相談できる場所

外出のしやすさ

子どもとの接し方を学ぶ機会

周りの人の理解

周りの人と触れ合う機会

子どもの就学（就労）の支援体制の充実

経済的負担の軽減

リハビリテーションの充実

専門的な医療機関の充実

在宅生活の支援体制の充実

親亡き後の支援体制の充実

保護者が就労できる環境整備

その他

特にない

無回答・不明

16.0

51.1

27.7

29.1

51.6

25.9

71.1

48.6

14.6

30.9

11.9

54.8

31.9

2.2

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%



２３ 

【結果報告書１６３ページ】 

学校に望むこと（障がいのある児童調査：問３４ 複数回答） 

問３４ 学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも可） 

「障がいの特性に応じた指導」の割合が７２．５％と最も高く、次いで「就学（就労）

相談や教育相談の充実」の割合が６６．９％、「個別指導の充実」の割合が５１．５％と

なっています。 

 

図 学校に望むこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 =　501

就学（就労）相談や教育相談の充実

障がいの特性に応じた指導

施設、設備や教材の充実

個別指導の充実

通常学級との交流機会

障がいの種類・程度にかかわらない
通常学級への受入れ

その他

特にない

無回答・不明

66.9

72.5

35.9

51.5

28.9

22.2

6.8

4.6

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
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